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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
４
月
８
日
、
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
佐
賀
漁
協
女
性
部
総
会
に
合
わ
せ

て
、
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
行
政
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

日
ご
ろ
か
ら
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
や
ろ
う
」
と
、

８１
人
の
部

員
が
参
加
し
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
講
師
の
黒
潮
町
役
場
職
員
か
ら
「
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪
れ
て
」
と

題
し
、
気
仙
沼
市
を
中
心
に
被
災
の
状

況
や
そ
の
後
の
復
興
の
状
況
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
気
仙
沼
市
に
家
族
や
親
戚
な
ど
が
暮

ら
し
て
い
る
方
も
あ
り
、
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
女
性
部
長
・
境
好
美
さ
ん

が
「
本
日
、
夜
７
時
か
ら
、
夜
間
津
波

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る

と
い
う
心
構
え

が
大
切
で
す
の

で
、
ご
家
族
の

参
加
も
お
願
い

し
ま
す
。
」
と

呼
び
か
け
、講

演
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　
同
日
午
後
７

時
か
ら
は
、
同

女
性
部
主
催
の

夜
間
津
波
避
難

訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
７
時
の
時
報

と
と
も
に
浜
町
・

明
神
・
会
所
の

各
家
庭
を
出
発

し
、
当
日
の
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ

た
東
公
園
駐
車
場
に
向
け
て
移
動
を
開

始
。
参
加
者
は
、
懐
中
電
灯
を
片
手
に
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
り
、
寝

袋
を
持
参
し
た
り
と
真
剣
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
防
災
意
識
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。
出
発
し
て
約

１８
分
後
に

は
無
事
に
全
員
が
避
難
所
に
到
着
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
分
か
れ
点
呼
を
行

い
、
１
３
２
人
の
参
加
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
、「
避

難
路
を
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
」「
避

難
所
施
設
を
充
実
し
て
ほ
し
い
」「
も

っ
と
避
難
訓
練
を
多
く
し
た
い
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
避

難
訓
練
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

 

　
３
月

２９
日
、
大
方
綜
合
建
設
株
式
会

社
と
西
南
綜
合
建
設
株
式
会
社
に
対
し
、

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
に
早
咲
地
区
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
に
お
い
て
、
積
極
的
に
消
火

活
動
に
協
力
し
、
早
期
鎮
火
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
両
社
に
、
感
謝
の
意
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
役
場
を
訪
れ
た
大
方
綜
合

建
設
株
式
会
社
の
中
澤
社
長（
写
真
左
）

と
、
西
南
綜
合
建
設
株
式
会
社
の
中
澤

社
長（
同
右
）は
、大
西
町
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
、「
ま
た
、

い
つ
で
も
協
力
し
ま
す
」
と
、
力
強
く

話
し
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
漁
協
女
性
部
主
催
「
防
災
講
演
会
」と「
夜
間
津
波
避
難
訓
練
」

消
火
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た

建
設
会
社
へ
感
謝
状

ご協力ありがとうございました。


